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つき組の頃から大人気の積み木で作ったコースに、ビー玉を転がす遊びが盛り上がっています。そこで、

巨大ピタゴラスイッチを作ろうと思い付き、遊戯場でボールを使った大きなコースを作りました。その盛り

上がりが夏祭りのお店へとつながっていきました。夏祭りのお店では「スタートでボールを転がし、そのボ

ールがゴールまでたどり着くことが出来たら当たり」というルールが子どもたちの話し合いで決まりまし

た。その為には、お客さんがみんなゴールまでボールを転がすことが出来るようなボールコースを作る必要

があり、みんなで考え合い作っています。 

 

今年も夏祭りが近づいてきました。子どもたち

はこれまでの年長さんの夏祭りを見てきて、今度

は自分たちの番だととても張り切って計画してい

ます。まず、どんなお店をしようかとみんなで話

し合い、４つのお店屋に決めました。その中から

自分がやりたいものを選び、同じグループのメン

バーで色々話し合いを重ね、準備を進めていま

す。今回はそのエピソードをご紹介しますね♪ 
 

ヨーヨー釣り 
巨大ピタゴラスイッチゲーム 

屋台 
わにわにぱにっく 

考え、伝えあい、工夫し、試す。

5 歳児ならではの姿ですね。友だち

と協力して作り上げていくことがと

ても「楽しいようで、ボールが思う

ように転がるとみんなでガッツポー

ズをして喜んでいます。この、「巨

大ピタゴラスイッチ」が夏まつりで

はどのようなお店になるのか、楽し

みです。 

 

協同性 
思考力の芽生え 

言葉による伝えあい 

にじ組 6 月 22日（木） 


